































































































































4 4 4 4 4
集団的・組織的活動
であり，ネーション（民族）それ自体ではなく，ネーション（民族）の名における
4 4 4 4 4
利害要求や抗議
であり，人種それ自体ではなく，人種の観点から





4 4 4 4 4 4
言論や自己理解の方
法であり，人種というフレーミングによる



















































4 4 4 4
集団主義は「乗り越え」た
かもしれない。しかし，当事者の
4 4 4 4
集団主義が「乗り越え」られたわけではない。構築主義的アプロ
ーチは，現在でも広く蔓延している当事者の集団主義

























































まだ「始まったばかり」である（Brubaker et al. 2004: 54-55=2016: 271-272）。総じて社会学では
これまで，当事者の認知それ自体
























































































物（things in the world）」ではなく「世界についての
4 4 4 4





























































である（Brubaker et. al 2004: 38=2016: 246）。
　そこでカテゴリーは，世界を「ある種
4














































































































































カ テ ゴ リ ー は「 社 会 的 対 象 に つ い て の 社 会 的 に 共 有 さ れ た 知 識
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4























































4 4 4 4 4 4
原初主義的愛着に注目しようとしたのである。そのよう
なギアーツの議論を，ブルーベイカーは「社会構築主義のパラダイムが論じるよりも巧妙であり，


















































































































































































































































4 4 4 4
アプローチを当事者の




































































































































った（Brubaker 2015b: 150=2016: 103）。
　 　また，「原初主義者」としてのギアーツ理解に対する同様の批判は，オズキリムリや原百年によっても


















「文化」を「相互に連関しあう図式のネットワーク」としてとらえた（DiMaggio 1997: 273, 281）。ブル
ーベイカーの認知的視座は，ディマジオが示唆した文化社会学の方向性の延長線上にある。
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